
代表者会議　開催(6/5)

認定計画　　　　　　変更手続き      

認定計画(変更)　　認定     

議題：事業責任者の交代について
　・次期事業責任者候補者の推薦
　　→承認済　→　協議会へ諮る

産学官連携協議会　開催(6/20) 議題：認定計画の変更（事業責任者交代）等について
　・次期事業責任者候補者の推薦（代表者会議で承認済）
　　→承認が得られれば、認定計画の変更手続きに進む

認定計画の変更手続き実施
　「地域における大学振興・若者雇用創出事業に関する計画」
　・変更箇所：事業責任者についての記載部分の変更
　

事業責任者交代に係るスケジュール

次期事業責任者の推薦
　候補者：パシフィックソフトウエア開発株式会社　代表取締役社長　中城　一明　氏
推薦理由
◆IoPプロジェクトの計画段階、取り組みスタート当初から産学官連携協議会に参画いただき、プロジェクトの方
　向性や年度毎のPDCAに対してご助言・ご指導いただき、現在に至っている。
◆県の産業振興トータルプランである産業振興計画の推進においては、農業分野のみでなく、IT企業の社長とし
　て、またIoT推進ラボの会長として地域産業全体の様々な分野におけるDX推進に尽力・貢献されている。
◆1次産業分野では、水産分野における養殖のインターネット自動給餌システムの開発・普及実績もある。
◆知事および県の各部局（特に産業振興部、商工労働部、農業振興部、水産振興部）の施策に対して、幅
　広い知見・経験からご指導いただける。
◆産業界においては、県内のIT企業等が数多く参画する情報産業協会の会長として、県内の様々な産業・分
　野と連携し情報化の促進と高度化に取り組み、地域産業や地域社会の活性化に貢献されている。
◆高知大学、高知工科大学、高知県立大学等における研究開発が、研究のみに終始するのではなく、着実に
　社会実装につなげ、地域課題の解決と地域産業の発展に貢献できるようマネジメントできる存在である。

事業責任者の交代について

事業責任者交代の経緯
　「「ＩｏＰが導く、「Society5.0型農業」への進化」プロジェクト」事業責任者の受田高知大学理事が、R６年
４月１日より高知大学学長に就任された。受田事業責任者より、学長就任に伴い、事業責任者交代について
の申し出があり、次期事業責任者について検討を開始。

（２ヶ月程度）
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